
全科共通科目 基礎教養

日本語表現法授業科目

理学・作業・言語・義肢・健栄・スポ・社会・看護対象学科１対象学年【担当教員名】

各学科担当教員 選択必修･選択後期開講時期

30時間数１単位数

【概要・一般目標：GIO】

高等教育を推し進めていく上で必要とされる、「読む」、「書く」ことを中心とした日本語能力および表現能力の基礎を身につけること

を目標とする。

【学習目標・行動目標：SBO】

１．一般的に用いられる語彙および簡単な専門用語を読み、書き、説明することができる

２．文章を読み、それを要約することができる

３．他者の話の中からキーワードを取り上げ、内容を要約することができる

４．表、図、グラフなどの情報から気づいたことを他者に伝達（口述・記述）することができる

学習方法・学習課題
備考・担当教員

SBO

番号
授業計画・学習の主題

回
数

1-4.オリエンテーション 授業の説明、小テスト（開始時）、作文１

１語彙トレーニング２

１語彙トレーニング３

１語彙トレーニング４

１語彙トレーニング５

１語彙トレーニング６

１語彙トレーニング７

１語彙トレーニング８

２文章読解および要約トレーニング(１）９

２文章読解および要約トレーニング(２）10

３日本語ヒアリングトレーニング（１）11

３日本語ヒアリングトレーニング（２）12

４情報理解トレーニング（１）13

４情報理解トレーニング（２）14

1-4.まとめ 小テスト（終了時）15

【注】内容の詳細については変更があり得るので，掲示板に注意すること．

＜発行年・価格他＞＜発行所＞＜著者名＞＜書名＞【使用図書】

2008新潟医療福祉大学高橋一栄日本語能力育成テキスト

教科書

（必ず購入する書籍）

2002黒潮出版学習技術研究会編知へのステップ
参考書

必要に応じて資料配付
その他の資料

【履修上の留意点】

授業参加に加え、積極的に自己学習に取り組む態度が求められる｡

【評価方法】

出席、小テストの結果、期末テスト
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